
＊定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。ぜひお早めにお申込みください。 
＊お客様向けのセミナーになりますので、企業の方からお申し込みについてはお断りさせて 
  頂く場合がございます。ご了承ください。 

防災セミナー 2015 

ごあいさつ 

 拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。 

 平素は弊社製品ならびにサービスに格別なご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。 

さて、昨年は豪雪や台風、土砂災害、火山噴火、地震等、自然災害が多発した1年と言われています。岩手県でも三陸南地震を 

はじめ東日本大震災はまだ記憶に新しく、昨年12月には政府より「全国地震動予測地図」の改定版が公表され、各地で大地震の発生

確率が上昇しました。 

 このように自然災害の脅威が高まる中、弊社では自治体様向けに「防災セミナー 2015」を開催いたします。本セミナーでは、自治体様の

防災計画にぜひお役立ていただきたく、富士通グループの取り組みや各種ソリューションをご紹介いたします。 

 ご多用の折りとは存じますが、万障お繰り合わせのうえ、ぜひご来場賜りますよう、お願い申しあげます。                                 敬具 

 

                                                                                富士通株式会社 

                                                                             2015年7月 吉日 

富士通グループの防災分野における取り組みや、発災前の事前対策、発災後の情報共有等に活用いただけるソリューションについて、 

講演と展示デモでご紹介いたします。 

 日時・会場 

2015年8月26日（水）（受付12:00～） 

   セミナー ：13:30 ～ 16:30 

   展示デモ ：12:00 ～ 17:00 

マリオス(盛岡市）18階 185・186・187会議室 

   盛岡市盛岡駅西通二丁目9-1 

2015年８月26日（水）受付12:00～ 

マリオス(盛岡市）18階 185・186・187会議室 

岩手県自治体様向け 

 お申込み 【締切：8月24日（月）】 

下記URLよりお申込みをお願いいたします。 

 お問い合わせ先 

富士通株式会社 岩手支店 一宮、林 

TEL 019-651-1511 営業時間 9:00～17:00（土・日・祝日を除く） 

 交通アクセス 

防災分野の最新動向とソリューションをご紹介 

https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/3604 

盛岡駅より西口自由通路経由 徒歩2分 

＊お車でお越しの場合は、マリオス立体駐車場をご利用ください（有料） 

 



＊内容は予告なく変更になる場合がありますので、ご了承ください。 
 

セミナープログラム 

デモ出展ソリューション 

ネットワーク  5GHz帯IP無線システム（FBW-5n） 

長距離で利用可能な屋外無線LANです。ケーブルの敷設が困難な場所でも

容易にデータ伝送が実現できます。屋外で使用できる周波数のうち、比較的干

渉の少ない25GHz帯と5GHz帯をラインナップしており、本セミナーでは

IEEE802.11nの規格に対応した5GHz帯のシステムをご紹介します。 

ネットワーク 
 FUJITSU Public Sector Solution 

  お知らせ＠net 

IPネットワークや3G/LTE回線を利用して職員が一度の操作で地域情報などを

様々な端末に一斉配信するソリューションです。従来のIP告知放送システムでは

できなかった文字情報による一斉配信や現在急速に普及しているスマートデバイ

スへの配信、J-ALERTと連動した緊急情報の一斉配信にも対応しています。 

情報共有 災害情報共有システム「AlertStation DM」 

災害現場で対応を経験された自治体職員様の声を元に、発災直後の最も混

乱する場面で、住民から殺到する通報を漏れなく「受け付け」、被災状況や対

応状況などを地図情報と合わせて「情報共有」し、住民へ迅速に「情報発信」す

るという災害時の一連の初動対応をご支援するシステムです。 

情報共有  携帯フォトシステム 

携帯電話やスマートフォンに搭載された「カメラ」「GPS」「メール」の3つの基本機

能を利用して、道路のひび割れや建物の倒壊といった災害時の被災状況などを

収集し、地図上に見える化するシステムです。AlertStationDMと連携してご利

用いただくことも可能です。 

データ収集  生活基盤プラットフォーム「SociaLive」 

Twitter上の“声”をキーワード／エリアからリアルタイムに抽出し、地図上に表示

するシステムです。つぶやき（文章）や添付画像から価値あるデータを取得する

ことができます。 災害にまつわるキーワードをセットし、今発生している事象を

キャッチすることで、防災・減災にご活用いただけます。 

情報共有 
 FUJITSU Security Solution 

  緊急連絡／安否確認サービス 

災害発生時における緊急連絡や召集はもちろんのこと、平常時における情報連

絡に有効なSaaS型サービスです。Eメール機能、スマートフォン専用アプリのプッ

シュ通知を使うことで、簡単で確実な情報伝達に威力を発揮します。 

13:30~14:00 

 富士通の防災分野の取り組みと事例のご紹介 

昨年は土砂災害や火山の噴火など多くの自然災害が多発した1年でした。本セミナーでは、災害対策における新し
いICT活用という観点で富士通の事例や今後の取り組みについてご紹介します。 
 

富士通株式会社 

 
 
14:00~14:30 
 
 

 公衆無線LAN（Wi-Fi）を観光・防災で活用 ～無線を活用した安心安全なまちづくり～ 
総務省平成25年度補正の「地域ICT強靭化事業」の事例紹介と、さらにその事業に観光拠点への公衆無線
LANの整備を対象に加えた「観光・防災Wi-Fiステーション整備事業*」に向けたソリューションをご紹介します。 

富士通ネットワーク 
ソリューションズ株式会社 

14:30~14:40 休憩 

 
14:40~15:00 
 

 SaaS型デジタルサイネージサービスを利用した緊急時情報提供ステーションのご紹介 
   地震、台風、豪雨などの災害発生時に、デジタルサイネージを中心としたICTを活用し住民の安全・安心をサポー 
   トする機材・情報について、2014年度に行っている実証実験の内容を中心にご紹介します。 
 

富士通株式会社 

 
15:00~15:30 

 

 防災情報共有システムのご紹介 
   災害情報の収集/共有/情報発信等、災害時の初動対応を支援する「AlertStation DM」を中心に、携帯電  
  話やスマートフォンの画像情報の収集を行なう「携帯フォト」との連携等 事例を交えてご説明します。 

    また、降雨量から土砂災害危険度を評価し避難指示等を支援する「土壌雨量システム」についてもご紹介します。 

富士通エフ・アイ・ピー 
        株式会社 

 
15:30~16:30 

 

 デモストーリーにそった各商品のご紹介 
  住民からの通報受付、住民への情報発信～災害対策室での情報の共有など災害発生前から災害発生～復旧 
  までの一連の流れをデモンストレーションを交えてご紹介します。 
  上記、ご説明後は、各商品の個別デモ説明を行なっておりますので、合わせてご覧ください。 
  ＊隣接会場でのご説明になります。 
 
 

富士通株式会社・ 
富士通グループ各社 

［富士通ネットワークソリューションズ株式会社］ 

［富士通株式会社］ 

［富士通株式会社］ 

［富士通エフ・アイ・ピー株式会社］ ［富士通エフ・アイ・ピー株式会社］ 

情報共有 位置情報活用プラットフォーム（POSIGEO） 

スマートデバイスのアプリ向けコンテンツ配信と端末利用者の位置情報をビッグ

データとして収集するクラウドサービスです。平常時は地域情報や観光情報を配

信して地域活性化に活用し、緊急時は防災情報を配信して避難所への誘導

などが行えます。 

［富士通ネットワークソリューションズ株式会社］ 

情報共有 防災無線システム 

防災無線システムの中枢部である親局設備をご紹介します。 

操作性の向上、メール/文字/ホームページ等の一括操作と一元管理、バックアッ

プ端末など新機能を中心にご紹介します。 

［株式会社富士通ゼネラル］ 

［富士通ネットワークソリューションズ株式会社］ 

データ分析  土砂災害危険度判定「土壌雨量システム」 

降雨量から土砂崩れの危険度を評価する手法を用いて、その評価結果をメッ

シュ地図化し、わかりやすく表示するシステムです。1~6時間後の推定雨量から、

数時間後の土砂崩れの危険度評価も可能で、避難指示等にご活用いただくこ

とができます。 

情報共有 
ポータブル情報提供システム 

（デジタルサイネージ活用型ソリューション） 

デジタルサイネージによる情報提供の他、携帯電話への充電、ラジオ、Wi-Fiス

ポットの提供などの機能を一つのトランクに収容。緊急時に被災地の避難所や

現地対策本部に持ち込み、住民への情報提供を可能とします。 

［富士通株式会社 / 株式会社富士通エフサス］ ［富士通エフ・アイ・ピー株式会社］ 


